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角川流域の生き物

　角川は片貝川と早月川の間に位置し、魚津市松倉の木曽平（標高約1,000ｍ ）を源に、北西に約
15.5km流れ下り、富山湾に注ぎ込んでいる。中流域の湯上（ゆのえ）地区では右岸から富川が合流
している。上流は急流で短く、中・下流の平野部ではゆったりと蛇行しながら流れているため、たび
たび洪水が起きた。その対策として、河口から8.5km上流の鹿熊地区に、ロックフィル型県営角川ダ
ムが1978年（昭和53年）に建設された。山間部には農業用のため池が多い。ダムの東に位置する松
倉山には、越中最大の山城の松倉城趾がある。上流域の古鹿熊、春日は過疎化がすすみ、今では人家
もなくなっている。
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[調査年と分野]
　調査は2007年に実施し、調査分野は、植物（植生と森林群落）、水生小動物（底生動物、水生昆虫）、
魚類、両生類・は虫類、ツキノワグマの採食痕跡である。

　角川の流域面積は約44㎢で、その内、水田、市街地、
ゴルフ場などは22％、森林植生は78％であった。森
林植生で最も広い面積を占めるのはアカマツを含むコ
ナラ林（42％）で、丘陵を中心に分布する。丘陵から
分水嶺にかけてはブナ・ミズナラ林（27％）とスギ植
林（9％）が見られた。小面積であるが、川崖や段丘
崖にはオニグルミ林とシロダモ林が、丘陵にはモミ林
が見られた。
　宮津のシロダモ林の林床には、暖帯系の植物（カニ
クサ、カラタチバナ、オモトなど）が分布していた。
さらに、北山や坪野には農業用のため池が多くあり、
ショウブが分布していた。

　オニグルミ林の林床から採取した2資料から得られた土壌動物のササラダニ類（成虫）は56種類で、
フトゲナガヒワダニやカコイクワガタダニが多く見られた。また、ミナミフリソデダニやミナミクモ
スケダニなど暖地性の種も含まれていたが、出現が稀な種は見られなかった。ササラダニ類の種類数
は、県内各種の森林と比較して多い方であった。

河口（左は魚津補助港） 中流域（魚津市金山谷）

角川ダム上流オニグルミ林の断面模式図

角川ダム 上流域（古鹿熊のため池）

宮津シロダモ林の断面模式図
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　角川流域で6目42種の昆虫が確認されている。最も種数の多いのはカ
ゲロウ類で14種、次いでトビケラ類の12種、カワゲラ類の9種となっ
ている。他のトンボ類等は少なかった。カゲロウ類では、シロハラコカ
ゲロウやヒラタカゲロウ類、マダラカゲロウ類が多く、トビケラ類では、
ヒゲナガカワトビケラ、ウルマーシマトビケラが多く、カワゲラ類では、
オオヤマカワゲラやオオクラカケカワゲラといった大型の種が確認され
ている。

　水生昆虫を除く底生動物はシマイシ
ビル、サカマキガイ、カワニナの3種
が優占していた。石の裏などに多いシ
マイシビルは、角川が石など硬い基質
に富む川であることを反映していると
思われる。また、本調査と同時期に行
われた調査では下流にイシマキガイが
見つかっている。
　角川はやや急流の河川でありなが
ら、富栄養な環境に生息する種が多く
見られる。上流にはダムがあり、中流
には集落や住宅地、下流は魚津市の市
街地がある影響を受けているためかも
しれない。

　魚の種類数が少ない県東部の河川の
なかでは多い方で、24種が確認され
た。ダム上流域では、過去の調査と比
較して出現種の変化はみられなかった
が、角川ダム下流域では、コイ科魚類
のアブラハヤ、タカハヤ、オイカワが
全く確認できない一方で、カワムツが
多く出現し、魚類相に大きな変化がみ
られた。本流や支流での河川改修によ
る影響が注目される。
　中部・近畿地方の山間部に分布し、
日本海側では角川が分布の東限にあた
るアジメドジョウは、角川ダム構築に
よる影響が心配されたが、ダムの上流・
下流で確認された。

ヒゲナガカワトビケラ

イシマキガイ
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ヒゲナガカワトビケラ
アジメドジョウ カワムツ

　中流域の鹿熊地区、金山谷地区、観音堂地区、湯上地区では、シロハラコ
カゲロウ、ヒゲナガカワトビケラが多く採集された。それらに加えて、チラカゲロ
ウ、コガタシマトビケラ、ヒラタドロムシ類が採集されたことから、角川中流域は
β-中腐水性と判断された。
　上流域の春日、大熊地区は貧腐水性(os)と判断された。
　宮津地区と慶野地区は、種類数が少なく、シロハラコカゲロウ、チラカゲロ
ウ、ヒゲナガカワトビケラ、チビマルナガハナノミが観察された。この地区で圧
倒的に個体数が多いのはヒゲナガカワトビケラやシロハラコカゲロウであった。

水生昆虫を除く底生動物はシマイシ
ビル、サカマキガイ、カワニナの3種が
優占していた。石の裏などに多いシマ
イシビルは、角川が石など硬い基質に
富む川であることを反映していると思
われる。また、本調査と同時期に行わ
れた調査では下流にイシマキガイが
見つかっている。
角川はやや急流の河川でありなが

ら、富栄養な環境に棲息する種が多く
見られる。上流にはダムがあり、中流
には集落や住宅地、下流は魚津市の
市街地がある影響を受けているため
かもしれない。

　両生類は13種確認された。上流にはハコ
ネサンショウウオ、タゴガエル、カジカガエ
ル、ため池にはクロサンショウウオが見られ
た。いずれも富山県の山地を代表する種類
である。下流の市街地郊外の河川敷や水
田でトノサマガエルが少数見られた。
　は虫類は山地の代表的な6種で、ヒガシニ
ホントカゲは日当たりの良い川岸周辺で見
られた。

角川流域で確認された両生類・は虫類底生動物

水生昆虫

両生類・は虫類

イシマキガイ ヤマアカガエル ハコネサンショウウオ(幼生)

コナラのクマ棚 ミズナラのクマ棚

[まとめ]
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ツキノワグマは秋に堅果類の実（どんぐり）
を採食しているが、林道沿いの調査ではコ
ナラ、ミズナラ等にクマ棚が観察された。金
山谷から鹿熊周辺はコナラ林、古鹿熊から
上流部ではミズナラ林であることから、広くツ
キノワグマの生息地として利用されているこ
とが分かる。また、河川沿いの斜面に多い
オニグルミも利用が確認された。
角川流域のカキは、上流から下流までの

広い範囲で利用されるが、年による堅果類
の豊凶によって利用状況は変化していると
思われる

角川は、短いながらも山地から丘陵、水田の広がる平野部、そして市街地を流れている。山地や丘陵にはミズ
ナラ林とコナラ林、河岸の急斜面にはシロダモ林、河川敷や河岸にはオニグルミ群落が見られた。山地には渓
流を代表するハコネサンショウウオなどの両生類が見られ、河川形態に応じた底生動物が生息していた。角川
ダムの下流域では河川改修との関係が注目される魚類相の変化が見られた。大型ほ乳類のツキノワグマは秋に
周辺の堅果類（どんぐり）を利用し、堅果類の不作時には集落周辺に植えてあるカキの実をもとめてやってくる。
角川流域には、本来の自然環境を反映した生物が生育するが、都市化の影響を受けている部分もあると言え
る。

魚の種類数が少ない県東部の河川
のなかでは多い方で、24種が確認さ
れた。ダム上流域では、過去の調査と
比較して出現種の変化はみられな
かったが、角川ダム下流域では、コイ
科魚類のアブラハヤ、タカハヤ、オイ
カワが全く確認できない一方で、カワ
ムツが多く出現し、魚類相に大きな変
化がみられた。本流や支流での河川
改修による影響が注目される。
中部・近畿地方の山間部に分布し、

日本海側では角川が分布の東限にあ
たるアジメドジョウは、角川ダム構築に
よる影響が心配されたが、ダムの上
流・下流で確認された。

魚類
ツキノワグマの採食痕跡

まとめ

角川の出現魚類



－8－ －9－

角
　
　
川

　両生類は13種確認された。上流にはハコ
ネサンショウウオ、タゴガエル、カジカガエ
ル、ため池にはクロサンショウウオが見られ
た。いずれも富山県の山地を代表する種類で
ある。下流の市街地郊外の河川敷や水田でト
ノサマガエルが少数見られた。
　は虫類は山地の代表的な6種で、ヒガシニ
ホントカゲは日当たりの良い川岸周辺で見ら
れた。

　ツキノワグマは秋に堅果類の実（どんぐり）
を採食しているが、林道沿いの調査ではコナラ、
ミズナラ等にクマ棚が観察された。金山谷から
鹿熊周辺はコナラ林、古鹿熊から上流部はミズ
ナラ林であることから、広くツキノワグマの生
息地として利用されていることが分かる。また、
河川沿いの斜面に多いオニグルミも利用が確認
された。
　角川流域のカキは、上流から下流までの広い
範囲で利用されるが、年による堅果類の豊凶に
よって利用状況は変化していると思われる。

　角川は、短いながらも山地から丘陵、水田の広がる平野部、そして市街地を流れている。角川ダム
の下流域では河川改修との関係が注目される魚類相の変化がみられた。山地には渓流を代表するハコ
ネサンショウウオなどの両生類が見られ、河川形態に応じた底生動物が生息していた。山地や丘陵に
はコナラ林とミズナラ林、河岸の急斜面にはシロダモ林、河川敷や河岸にはオニグルミ群落が見られ
た。大型ほ乳類のツキノワグマは秋に周辺の堅果類（どんぐり）を利用し、堅果類の不作時には集落
周辺に植えてあるカキの実や、河川沿いに多いオニグルミを利用していた。角川流域には、本来の自
然環境を反映した生物が生育するが、都市化の影響を受けている部分もあると言える。

アジメドジョウ カワムツ

ヤマアカガエル ハコネサンショウウオ（幼生）

コナラのクマ棚 ミズナラのクマ棚

角川流域で確認された両生類・は虫類両生類・は虫類

ツキノワグマの採食痕跡

まとめ


